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炎症性腸疾患(IBD)は、いまだ原因が不明で根治療法のない慢性炎症性疾患であり、病
態に基づく治療法の確立は喫緊の課題とされています。近年IBD領域において臨床応用さ
れている多くの分子標的療法は主に免疫細胞を標的にしていると考えられていますが、腸管
という常に外界と接する特殊な環境では、食事抗原や腸内微生物をはじめとした環境因子
に暴露された多様な免疫細胞、上皮細胞、間葉系細胞、神経細胞が相互作用する複雑
系がIBD病態に寄与していると考えられます。この複雑な細胞間・細胞内ネットワークの解
析は、近年の次世代シーケンサーの進歩により飛躍的に発展しました。今回、網羅的な遺
伝子発現解析やエピゲノム解析を用いた免疫細胞および非免疫細胞の解析を通じて、腸
管の定常状態と炎症・収束過程について皆様と議論させていただければ幸いです。
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炎症から収束まで:炎症性腸疾患病態解明を
目指したシステム医学的アプローチ
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